







チ ( a functional approach to algebra)として、例え









































































































えることを提案し」(山脇ほか, 2013, p. 186)、
「生徒がグラフを方程式を立てるための効果
的なツールとして利用できるようになるこ



















































「出る目の数を x とすると、変数 x の変域は












式」単元では「２種類の変数 x, y を含む方程


















しており、例えば方程式 2x+1=6 を x の変域































































「連立方程式」単元には「x, y の変域が{1, 2,
3, 4}であるとき、方程式 x+3y=10 の解につい
て調べよう」という記述が見られる。また
Ky46 では「連立方程式」単元の中で、x+y=7
を正の整数の範囲で求めた解の組{(1, 6), (2, 5),




























式の関係を取り上げる。高さ 45 m のところか
らボールを落としたときに、x秒後の高さが
およそ y=45－5x2 で表されることを取り上げ、
高さが 25 m になるのは何秒後かを考えている。
これを式の変形により解くとともに、２次関
数としてのグラフを示し、解いて得られた






y=ax2+bx+c で y=k としたときの x の値はこの
２次関数のグラフと直線 y=k との交点の x座
標で、それは２次方程式 ax2+bx+c=k の解であ





































して y=x2 と y=ax+b のグラフの交点を用いた
解法だけが説明される。O43 の３年必修・選
択用も１ページ扱いで、y=x2 と y=ax+b のグ
ラフの交点を用いた解法だけが取り上げられ
ている。D43 もやはり１ページの記述である


























































y=ax+b のグラフと ax+b=0 の解との関係を取













て「一次方程式 ax+b=c の根は、直線 y=ax+b





根」を「１次式を x の関数とみて、y=2x-4 と
置」いて考えた後、「１次方程式 ax+b=0 は、
























































は、x, y を未知数とみれば方程式となり、x, y

























ており、B さんは 9時に出発した 0.9 km/分で
走る自動車に乗っているという場面を取り上
げている。そしてまず 9時から x 分後に出発
点から y km の地点にいるとして、２台の自動
車について x, y の関係を式で表すとともに、
それらのグラフを提示している。さらにグラ

















が導入される。その際まず 20円の鉛筆 x 本と









































































(integral)部分」(Kieran et al., 1996, p. 260)とされ


























































x に数値を代入して y の値を求めるが、榎本
(2015)はこの活動を、関数的関係を「操作的、
















































入され、次に「x の変域を{0, 1, 2, 3}として、










と ax=b (a≠0)と」なり、「ax=b は、2x=6 や
-3x=5 のような式をまとめて表しているか
ら、x が変数であるのに対して、a, b は決
まった数となる」と補足している。このよ
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